
　
　
　
会
　
告

　
去
る
五
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
昭
和

六
十
三
年
度
春
期
定
例
理
事
・
評
議
員
会
に

お
い
て
、
次
の
案
件
が
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

一
、
昭
和
六
十
二
年
度
決
算
報
告
及
び
昭
和

　
六
十
一
二
年
｛
度
マ
丁
瞥
薩
粂

一
、
役
員
交
替

　
ω
理
事
長
藤
縄
謙
三
、
理
事
樋
口
謹
一
、

　
　
評
議
員
井
上
秀
雄
、
伊
藤
道
治
、
金
関

　
　
恕
、
満
月
源
太
郎
氏
の
退
任
。

　
②
理
事
長
に
谷
川
道
雄
、
評
議
員
に
飯
田

　
　
収
治
、
佐
原
翼
、
谷
口
規
矩
雄
氏
を
選

　
　
任
。

　
③
常
務
理
事
に
金
田
章
裕
氏
を
選
任
。
な

　
　
お
旧
理
事
長
藤
縄
謙
三
氏
は
理
事
に
、

　
　
常
務
理
事
山
中
一
郎
氏
は
評
議
員
に
復

　
　
帰
。

　
顧
問
中
原
与
茂
九
郎
氏
は
死
去
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
　
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

　
『
史
林
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
在
庫
は
次
の
通

り
で
す
。
お
申
込
は
必
ず
前
金
で
、
郵
送
の
場
合

は
送
料
（
各
冊
五
〇
円
）
を
添
え
て
下
さ
い
。

　
四
七
巻
一
～
六
号
　
四
八
巻
一
二
二
号

　
四
九
巻
一
・
三
・
五
・
六
号

　
五
一
巻
一
～
六
号
　
五
二
巻
二
～
六
号

　
五
三
巻
一
～
六
号
　
五
四
巻
一
～
五
号

　
五
五
巻
一
～
六
号
　
以
降
七
一
巻
三
号
ま
で
。

　
六
〇
巻
ま
で
の
総
呂
録

　
頒
価
は
、
六
七
巻
二
号
ま
で
九
〇
〇
円
、
六
七

巻
三
号
以
降
は
一
〇
〇
〇
円
、
総
属
録
は
＝
一
〇

〇
円
（
送
料
七
〇
円
）
で
す
。

　
　
　
受
贈
図
書

　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
六
年
十
一
門
田
六
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
八
年
三
月
八
日
）

小
島
修
一
著
　
ロ
シ
ア
農
業
思
想
史
の
研
究
（
ミ

　
ネ
ル
ヴ
ァ
書
冑
房
）

大
下
・
西
川
・
服
部
・
望
田
編
　
西
洋
の
歴
史

　
－
近
・
現
代
編
一
1
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

窟
山
県
史
年
表

信
州
大
学
人
文
学
部
特
定
研
究
部
研
究
報
告
書

　
老
い
と
そ
の
意
味

朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
　
蚤
祖
電
董
朴
川
皇

飛
鳥
資
料
館
萬
葉
の
衣
食
住
　
図
録
第
一
七
冊

横
田
健
一
先
生
古
稀
記
念
文
化
史
論
叢
上
・

　
下
（
創
元
社
）

村
岡
・
鈴
木
・
川
北
編
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
・
そ

　
の
周
辺
と
イ
ギ
リ
ス
近
代
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

函
館
帯
史
編
纂
所
　
函
館
市
史
　
統
計
史
料
編

熊
倉
一
見
著
　
旧
下
野
煉
化
製
造
会
社
に
つ
い
て

　
同
　
新
井
製
糸
所
に
つ
い
て

　
同
　
ホ
フ
マ
ン
式
輔
輔
塞
描

高
橋
昌
明
著
　
湖
の
国
の
中
世
史
（
平
凡
社
）

茨
城
県
結
城
郡
八
千
代
町
　
八
千
代
町
史
通
史
編

森
田
寿
春
編
　
森
田
潔
研
究
論
文
抄
録

伊
藤
毅
著
　
近
世
大
阪
成
立
史
論
（
生
活
史
研
究

　
所
）

佐
伯
富
著
　
中
国
塩
政
史
の
研
究
（
法
律
文
化
社
）

壬
申
の
乱
　
飛
鳥
資
料
館
図
録
一
八
冊

水
本
邦
彦
　
近
世
の
村
社
会
と
国
家
（
東
大
出
版

　
会
）

国
士
館
大
学
イ
ラ
ク
古
代
文
化
研
究
所
　
メ
ソ
ポ

　
タ
ミ
ア
建
築
序
説

塚
田
孝
著
　
近
世
日
本
身
分
制
の
研
究
（
兵
庫
部

　
落
問
題
研
究
所
）

読
売
新
聞
発
展
史
（
読
売
薪
聞
社
）

東
敏
雄
著
勤
労
農
民
的
経
営
と
国
家
主
義
運
動
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